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提案理由 

 直営で運営される図書館の公共性、多様性、独自性を十分に活かし、図

書館サービス計画に基づき運営されるこれからの印西市立図書館が、市

民にとってより利用しやすく親しみやすい図書館になることを願ってこの事

業を企画提案する。 

印西子どもの文化連絡会がこれまで実施してきた講演会やイベントのノウ

ハウ、全国レベルのネットワークなどを活かして、図書館と連携・協力して事

業に取り組んでいきたい。 これが多様な年代・地域の市民ニーズに応え

たサービスの提供につながり、図書館運営について市が財政や職員配置

の面からも見直すきっかけとなることを願っている。 

提案内容 

（予算の概算は提案書

様式①－４） 

大森図書館と小林図書館の３０周年、小倉台図書館改修後のリニューア

ルオープンなどの機会をきっかけにして、図書館と連携・協働することによ

り、新しいイベント実施やより柔軟なアイデアを取り入れて、図書館の持つ

ポテンシャルを広く市民に知らせることをねらいとする。また、印西子どもの

文化連絡会の全市的な活動や所属団体の各地域における読書推進活動

などを広く市民に知ってもらうためにも、次の事業を提案する。 

必要経費約５９万円の見込み（無償労働力・無償機材等含む） 

◆ 絵本作家鈴木まもる氏の「鳥の巣のふしぎ」講演会

 令和６年６月に印西子どもの文化連絡会の所属団体（木刈親子読

書会）が講演会を主催したところ、小学生親子の関心が高く定員を

上回る参加者があり、再開催を望む声が多く寄せられた。

 子どもも大人も里山に囲まれた印西市の自然や生きものに興味を

持つ、鳥の巣を通して子育てする親の気持ちに共感するなどの効

果も期待できる。

貴団体の特性、協働

で実施するメリット 

（提案者が事業実施できる能

力や有利なアピールポイント） 

 印西子どもの文化連絡会が継続してきた子どもたちへの読み聞かせや

年代に応じた本の選定などの読書推進活動や、これまでの講演会開催

のノウハウを活用しつつ、全国的な組織（親子読書地域文庫全国連絡

会、図書館友の会全国連絡会等）との繋がりを活かして、絵本作家、児

童文学作家、専門家などを講演会の講師として招聘できる。

 図書館との連携を図り役割を分担することにより図書館運営の充実に協

力することができる。

 公共で運営される図書館（「いつでも どこでも だれでも」が無料で利用

できる図書館）の意義と良さに気づく市民が増えて、図書館が文化と教

育の拠点として大切にされ、市民が自分ごととして参画するまちづくりが

進むことを望んでいる。

提案１－ 
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事業実施により 

得られる効果 

（自由提案型は今後の

展望も記入） 

 印西市の図書館が持つポテンシャルを再検証し、図書館が備える社会

的意義を市民にアピールすることによって、単に利便性を高めるだけで

なく「知の宝庫」としての図書館のイメージを確立していくことができる。

 市民生活の質を高め、教育・学習、文化の創造を推進して、「子どもたち

の心を育む印西市」を実現していくことによって、市民が本当の住みよさ

を実感して暮らし続けられるようになる。

 市民の図書館への興味・関心がより高まり、多様な目的での利用が増え

ていく。 

【SDG4：質の高い教育をみんなに、SDG11：住み続けられるまちづくりを】 

 市民に愛され親しまれる図書館づくりを協働して進めていくことにより、ど

の年代の市民にとっても図書館が居場所となり、仲間つくりや情報発信

の拠点となっていくことができる。

 令和７年度以降、複合施設内の印旛図書館、本埜図書館や、単独館の

小倉台図書館の改修により複数館が閉館期間中になっても、継続して

新しい事業を実施していくことにより、市民の図書館への関心を維持する

ことができる。

 今後の事業提案としては、講演会、複製絵画の活用、親と子の絵本講

座、図書館ミニコンサート、民話絵本から知る「印西の今昔」など、他団体

とのコラボも含めてアイデアを検討している。

※ アイデア審査後の加筆修正箇所は下線付で記載

提案１－ 
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（提案書 様式② 最終審査） 

協働事業計画書 

事  業  名 市民に愛され親しまれる印西市立図書館をめざす事業 

事 業 の目 的 
図書館の現状の課題解決のきっかけとなり、市民の利用が増えてより愛

され親しまれる図書館をめざす 

市の施策上の位置

付け及び協働部署 

（施策名）印西市総合計画、印西市子ども読書活動推進計画（第 4次）、 

 図書館サービス計画 

（部署名）図書館、生涯学習課 

事 業 期 間 令和７年４月１日  ～  令和８年３月３１日 

事 業 の内 容 

詳細に役割分担別に記入 

（役割分担を、できれば事

前に市の担当に相談して

記すか、希望を記す） 

提 案 者 市 

 講演会講師コーディネート

 講演会実施運営

 情報提供

 講演会会場手配・調整

 必要機材調達、図書資料の貸出

 関係機関との調整／仲介

 参加者募集（リスト化含）

事業に要する 

経    費 
※詳細については、様式③による

\0.- \365,000.- 

事業の運営体制 

（事業関係者、協力者、有

資格者など）

 講演会講師の招聘と印西市に合った講演内容等のコーディネーショ

ンを提案者（所属各団体）が担当する。

協働のメリット 

（各立場にとっての効果を

簡潔に） 

提案者 市 民 市 

団体の特性を生かした

地域貢献活動としての

認知度を高め、図書館

を考える市民の輪が広

がる機会になる 

図書館により親しみを

感じて利用頻度が高ま

り、具体的な要望や提

案、ボランティアなど

の関わりが増える 

図書館の多様なポテン

シャルに気づくことに

より、運営が活性化し、

サービス計画が推進さ

れる 

対話方法 

市との協議や打ち合わせ方法

・毎月の事業進捗状況を文書により報告

・月例の打ち合わせ（対面またはオンラインも可）

・メール等で随時情報交換

事業の周知方法 
・印西市の広報、HP掲載

・図書館、公共施設、学校等にポスター掲示チラシ配布などを依頼

評価の方法 

（具体的な目標値）
目標値 ・鈴木まもる氏講演会：募集人数 80名

備    考 

関係団体等：木刈親子読書会、小林親子読書会かたつむり、 

内野なかよし文庫 

その他： 添付書類（印西市図書館データ資料２点） 

提案１－ 
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（提案書 様式③ 最終審査） 

企画提案型協働事業経費内訳書 

無償分を含む総事業費   （金５８５，２００円） 

うち市に負担を求める額（委託費）  金３６５，０００円  

【歳入】 

項 目 積算根拠（内容・数量・単価など） 見積り金額(円) 

市に負担を求める額 365,000 

提案者が負担する額 0 

その他収入 0 

無償分を含めない合計額 365,000 

無償労働力等換算金額 労働力 215,200円、通信費等 5,000円 （220,200） 

無償分を含む総事業費   （585,200） 

【歳出】 

項 目 積算根拠（内容・数量・単価など） 見積り金額(円) 

人件費 当日スタッフ（4.5時間）5,000円×12人  60,000円 60,000 

報償費 講演会講師謝礼 200,000円 

チラシ・ポスターデザイン謝礼 10,000円 

210,000 

旅費 講師交通費 20,000円

講師宿泊費    20,000円 

40,000 

印刷製本費 周知チラシ（A4版 4色刷り）2,000枚   10,000円 

周知ポスター（A3版 4色刷）100枚    10,000円 

パンフレット・アンケート作成 5,000円 

25,000 

消耗品費 講演会装飾等 （画用紙、模造紙、マジックペン等） 10,000 

保険料 イベント保険（当日、参加者・スタッフ対象） 10,000 

送料 宅配便送料、郵送料 10,000 

無償分を含めない合計額 365,000 

提案者が負担する 

無償労働力（Ａ） 

1,076円（時間）×10人×20日     215,200円 

（事業準備／調整） 
（215,200） 

提案者が負担する 

無償機材等（Ｂ） 

通信費等（電話、Fax、Web等） （5,000） 

無償労働力等換算金額 （Ａ）+（Ｂ） （220,200） 

無償分を含む総事業費 （585,200） 

提案１－ 
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（提案書 様式④ 最終審査） 

年間事業スケジュール 

実施予定日 活 動 内 容 参加人数 

４月上旬 

７月下旬 

毎月 

市との打ち合わせ、契約 

講演会実施 

※ 候補日：7月 27日（日）←9/5 三者協議時点での案

定例会で進捗状況報告・共有（報告書提出） 

必要に応じて随時メール等で連絡・共有 

◆ 「鈴木まもる氏講演会」実施スケジュール

実施 8 ヶ月前 ・講師依頼打診

・日程交渉

4 月以降  ・講師との打合せ

（謝礼・旅費等、講演内容） 

3 ヶ月前 ・会場手配

・講演会企画案検討

・運営マニュアル作成

・広報案決定

・チラシ／ポスター作成

  2 ヶ月前 ・告知・参加者募集

当日 ・講演会実施

・講師接遇

実施後 1 ヶ月内 ・ふりかえり、実施報告

提案１－ 
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【別表 2】 

＜令和 2年度（2020） 

◎ 印西市一般会計決算額 598億 2,652 万 9千円 

 図書館費決算額 3億 822万 8千円 

一般会計に占める割合   0.52 ％ 

 資料購入費 2,373 万 2千円 

一般会計に占める割合   0.04 ％ 

※ 数値は印西市立図書館年報より、全国平均は『日本の図書館』より作成

令和 4 年（2022 年）5 月 9 日開催講演会 講師提供資料 
「指定管理者制度について考える」 
講師： 森下芳則氏 （元愛知県田原市立図書館長） 
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提案理由 

乳幼児期は生涯の中で最も神経発達を促すことのできる大切な時期であ

る。プレゴールデンエイジ期とは 3 歳から 9 歳頃の神経系が著しく発達

する時期。この期間にさまざまな運動や動きを経験しておくことは、 

その後の動作の習得に大きな影響を及ぼすとされている。 

この時期にさまざまな動作を経験することが必要とされている。 

その経験を通し運動はたのしいものであると感じ運動する習慣を身につ

ける事が可能となる。 

そして医療用バランスボールを使用した運動は運動の得意、不得意に関

係なく取り組む事ができる。 

音楽に合わせたリズム運動で楽しみながら行う事ができる。 

カラダだけでなくココロの育みにも繋がる。

年長児を対象に令和 6 年度より、公立保育園全園でバランスボールを用

いた運動を実施している。 

その中で足趾機能の低下や体幹機能の低下が見受けられた。 

・子供達が楽しみながら行う事ができる運動。

・カラダの仕組みについての学びを深める事で子供達自身が自らのカラ

ダを知る事、運動の大切さを理解する事へのきっかけ作り 

・医療用バランスボールを使用する事で体幹、手足の動き、新しい刺激、 

意欲向上、チャレンジ精神を育む。 

・公立保育園の年間計画に基づき運動機能向上の 1 つの手段とする。

保育指針である運動機能向上を目指す 1 つの手段としてバランスボール

をする事で楽しく効率的に体幹、体力、筋力を向上させるだけでなく姿

勢、呼吸など身体の構造の学びも混えることで、自分自身の身体で感じ、

自ら意識できるようになることを力添えしていきたい。楽しみながら 

取り組める運動のきっかけ作りとする。 

提案内容 

（予算の概算は提案

書様式①－４） 

（前年度の実施を踏まえた改善内容） 

・公立保育園 5園の年長児を対象にバランスボールを使用した運動指導

・理学療法士がプログラム作成を監修し、引き続きデータを取得する。

・年間 8回と令和 6 年度より回数を増やし実施予定

→年間 3回の実施とする。

・各園や自宅でも取り組めるよう 身体体操、足指体操を配信していく。

・子供達がカラダの仕組みを知る事の出来る学びも取り入れる。

必要経費は 116 万円 →89 万円とする。 

提案４－2



貴団体の特性、協働

で実施するメリット 

ベジガールズには様々な有資格者が在籍しており、各種専門的な知識を 

参考にしながらよりよい運動メニューを考案する事が出来る。 

また印西市内年長思い出プロジュクト(無償事業)にて 550 名(R2〜R6 年)

に運動指導を行い、現在 5園の私立保育園にカリキュラムとして導入して

いる実績がある。 

印西市の特産品に扮したベジガールズが運動指導することで、 

より運動の楽しさを伝えることが可能である。 

幼少期からバランスボールを使用した運動を取り入れることによって 

体幹強化、体力、運動能力の向上につながる。 

この事業を、継続していくことで、運動＝楽しいというキッカケづくりを

提供する。また自身のカラダの構造を学ぶ事により自分自身で身体をまも

れるようになる。 

それによってデータいんざいの数値低下への貢献につながると 

考えている。 

継続実施により 

得られる効果 

（自由提案型は今後の

展望も記入） 

バランスボールを使用した運動継続と、日常に取り入れやすい体操を継続

することで未来を担う子供達の体力促進、体幹強化、姿勢改善へつながる。 

またバランスボールでのリズム運動は脳への発育、集中力向上、意欲向上、

社会性、協調性などを期待することができる。 

運動する事の楽しさ、大切さ、カラダの仕組み(呼吸、姿勢、免疫）を 

深く学ぶ事ができる。 

継続実施することで子供達が元気で心豊かに過ごす事ができる。 

2 年目は年 8回に増やし、 

→2 年目は年 3回に決定した。

3 年目は更に回数を増やし実施できるようにしていきたい。 

提案４－3



（提案書 様式② 最終審査） 

協働事業計画書 

事  業  名 年長さん思い出プロジェクト 身体の基盤作り 

事 業 の 目 的 

園長先生より、コロナにおいて、子供達の身体活動の減少により、 

園児達の体幹(転びやすい、姿勢が保てない)、 

手足の機能低下(はし、はさみ、おやつの袋などがあけられない)、 

園としては、保育の中で遊びを中心としたアプローチをしている。 

(平均台、鬼ごっこ、紙を小さくちぎる、ねんど) 

また、チャレンジ学習として、なわとび、鉄棒、フラフープなどを 

行っているが、更に運動機能の向上をはかる目的の 1つとして 

医療用バランスボールプログラムを導入する。 

市の施策上の位置

付け及び協働部署 

（施策名）子供達の未来を育み誰もが心に豊かさをもたらすまちづくり 

（部署名）保育課 

事 業 期 間 令和 7年 4 月 1 日 ～ 令和 8 年 3 月 31 日 

事 業 の 内 容 

詳細に役割分担別に記入 

（役割分担を、できれば事

前に市の担当に相談して

記すか、希望を記す） 

提 案 者 市 

公立保育園 5 園での指導実施 

理学療法士によるデータ測定、まと

め 

指導プログラム作成、変更、修正 

身体体操制作撮影、編集 

実施後ミーティング 

練習会実施 

関係園との調整、仲介 

園児の安全管理・誘導 

事業に要する 

経 費 
※詳細については、様式③による

291,590 円 597,124 円 

事業の運営体制 

（事業関係者、協力者、有

資格者など）

ベジガールズメンバー全 13 名。 

(一社)体力メンテナンス協会発行のバランスボールインストラクター、 

体力指導士、産後指導士、保育士、幼稚園教論、歯科衛生士、理学療法士 

在籍。 

1 園につきベジガールズメンバー3 名での指導。 

5 月、7月データ測定時については理学療法士同席。 

提案４－4



協働のメリット 

（各立場にとっての効果を

簡潔に） 

提案者 市 民 市 

子供の未来＝地域の未

来 

子供の可能性を伸ばす

事により地域の未来を

支える。 

子供達が園での運動習

慣、学びを深める事に

より先生方、保護者の

方への健康への循環が

期待できる。 

専門的知識を持つ団体

と連携する事で、 

未来を担う子供達のカ

ラダとココロに豊かさ

をもたらすことができ

る。 

対話方法 

市との協議や打ち合わせ方法

市との対話方法 

メール、電話、対面

4 月 園長会議 

9～11 月頃 最終報告 

実施園との対話方法 

電話、メール(各園毎に実施後アンケート等の送信) 

対面 

事業の周知方法 周知方法 

評価の方法 

（具体的な目標値）

目標値 

実施回数 5 園×3 回 

カラダの仕組みについての学びを深める事で子供達自身が自らのカラダ

を知る事、運動の大切さを理解する事へのきっかけづくりをする。 

三者協議の結果、データ等については望まないが事業の成果として測定

は実施する。 

公立保育園の年間計画に基づき運動機能向上の 1 つの手段として子供達

が楽しみながら体幹、手足の動き、新しい刺激、意欲向上、チャレンジ精

神を育む。 

備 考 

関係団体等 

その他（添付書類等）事業目的別紙添付資料あり。 
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（提案書 様式③ 最終審査） 

企画提案型協働事業経費内訳書 

無償分を含む総事業費 （金  888,714 円） 

うち市に負担を求める額（委託費） 金  597,124 円 

【歳入】 

項 目 積算根拠（内容・数量・単価など） 見積り金額(円)

市に負担を求める額 \597,124 

提案者が負担する額 

その他収入 

無償分を含めない合計額 

無償労働力等換算金額 （ \291,590） 

無償分を含む総事業費  （  \888,714） 

【歳出】 

項 目 積算根拠（内容・数量・単価など） 見積り金額(円)

① 人件費 講師料 1 回\20,000×5 園×3 回 \300,000 

プログラム \60,000 

練習会 (5 月・6 月・7 月) 

\1,026×2H×4 人×3 回 \24,624 

理学療法士データ作成 ( 5 月・7 月 )(仮) 

\10,000×5 園×2 回 \100,000 

体操動画、ＣＤ作成 \75,000 

② 消耗品・備品 印刷、資料 \5,000 

③ 交通費 1 回\500×3 人×3 回×5 園 

理学療法士出張料(県外)1 回\1,000×5 園×2 回 

\22,500 

\10,000 

無償分を含めない合計額 \597,124 

提案者が負担する 

無償労働力（Ａ） 

団体内反省会 

1 回\1,026×5 名×5 園×3 回＝\76,950 

市との打ち合わせ 

1 回\1,026×2 人×2 回＝\4,104 

（  \81,054） 

提案４－6



提案者が負担する 

無償機材等（Ｂ） 

ボール(55 ㎝)※ギムニク正規販売代理店 

\6,000×5 個＝\30,000 

スピーカー(ＪＢＬ) \16,000

手動ポンプ \1,600×2 本＝\3,200 

電動ポンプ \7,618×2 台＝\15,236 

オンライン(ZOOM)年会費 \20,100

ボール(45 ㎝)※ギムニク正規販売代理店 

\5,000×20 個＝\100,000 

ボール(30 ㎝)※ギムニク正規販売代理店 

\2,600×10 個＝\26,000 

（  \210,536） 

無償労働力等換算金額 （Ａ）+（Ｂ） （ \291,590） 

無償分を含む総事業費 （ \888,714） 
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（提案書 様式④ 最終審査） 

年間事業スケジュール 

実施予定日 活 動 内 容 参加人数 

4 月上旬 

4 月中旬 

4 月下旬 

5 月 

6 月 

7 月 

9 月 

・市との打ち合わせ、契約

・園長会議スケジュール確認、打ち合わせ

・身体体操制作、身体体操動画撮影、編集

指導プログラム作成

・身体体操、指導プログラム完成

・指導開始

指導実施 1 回目(指導実施後団体内ミーティング) 

指導実施 2 回目(指導実施後団体内ミーティング) 

指導実施 3 回目(指導実施後団体内ミーティング) 

・事業終了

指導実施データまとめ 

市への報告 

2 名 

2 名 

4 名 

3 名 

3 名 

2 名 
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デンバー式発達スクリーニング検査より

ベジガールズ

5〜6才 ①開眼⽚⾜⽴ち10秒

全国平均通過率
印⻄公⽴保育園平均
（4園 6/18迄）

75％ 64％
令和6年度 協働事業測定により

印⻄市公⽴保育園児の体幹が全国平均値よりも著しく下回る結果

②⾜趾運動機能 ③姿勢

令和6年度 協働事業測定項⽬①〜③ 

現状.課題 添付資料01
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【データいんざい2022】より

ベジガールズ

【データいんざい】の⼩学校1年⽣の児童の体⼒、
運動能⼒のデータをみると2年連続の数値低下がみられる。
⼩学⽣の体⼒低下において乳幼児期からの外遊び、運動等が必要である。

幼児期（年⻑対象）からバランスボール運動を継続的に
取り⼊れる事により効率的に体⼒や筋⼒をつけるだけでなく
姿勢や呼吸など⾝体 の構造を学び、体で感じる事で⾃ら意識できるように
なり【データいんざい】に貢献でき
また施策2を実現することへの第⼀歩と考える。

【事業実施により得られる効果】

現状.課題 添付資料02

【データいんざい2023】より
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ベジガールズ

【医療⽤バランスボール運動をオススメする訳】

�式②

事業⽬的 添付資料01

これらからわかるように
医療⽤バランスボールは⼦どもたちの筋⾁を強化、姿勢を改善集中⼒や協調性を養うのにも効果的です。�
また、バランス感覚を養うことは、
⽇常⽣活での転倒予防にもつながります。体幹部の筋⾁をバランス良く鍛えることができるのです。

また、それだけでなく、上に座るだけでバランス感覚を養うこともできます。

運動が得意な⼦には更に、運動が苦⼿な⼦でも積極的に取り組む事ができる。また⼼肺機能向上、体幹、体⼒、筋⼒向上、ココロの落
ち着き、⾝体の構造を学ぶ事で⼦供達だけでなく先⽣⽅、保護者の⽅々も意識をするきっかけ作りをします。

理由1.体幹を鍛えられるから
体幹トレーニングは⼤変重視されるものです。というのも、筋⾁の緊張が弱いケースが⾮常に多くみられます。

背中が丸まっている、直⽴していても直ぐにフラついてしまう、転ぶことが多いなど、こういった光景を⾒かけることが多いの
ではないでしょうか。

これらは、筋⾁の緊張が弱い、つまり筋⼒が⾜りず体のバランスを維持できないことが原因で起こっている場合があります。バ
ランスボール運動では、さまざまな動きで体幹（体の胴体部分の筋⾁郡）を鍛えることができます。体幹を鍛えることで、筋⼒
不⾜による猫背やふらつき、転倒などを改善する効果が期待できるでしょう。

理由2.感覚統合の発達を促せるから
五感（視覚、聴覚、嗅覚、触覚、味覚）に加え、固有受容覚（今⾃分がどの部位を動かしているのか感じる感覚）、前庭覚（左
右上下前後の感覚や平衡感覚）を複雑に組み合わせることで、私達はさまざまな動きをスムーズに⾏います。これらの感覚を統
合させて使⽤することが感覚統合です。

バランスボール運動では、常にさまざまな感覚を必要とします。そのため、遊び感覚で楽しく運動をしていても、無意識にさま
ざまな感覚を取捨選択して使⽤するトレーニングができ、感覚統合の発達を促す効果が期待できます。

理由3.運動が苦⼿な⼦どもも取り組みやすいから
バランスボールにはさまざまな使い⽅があります。バランスボールと聞くと、ボールの上に不安定な状態で乗る（座る）ことを
イメージするかもしれませんが、それだけではありません。

ボールに⾜を乗せてみたり、⼿で叩いてみたりと、乗る以外の使い⽅も無数に存在します。だからこそ、運動が苦⼿な⼦どもで
も、普段はあまり触れることない⼤きなボールで遊んでいる感覚で療育に取り組むことができるのです。

【⾝体体操について】

厚⽣労働省発表データより、スクリーンタイムの増加、運動時間の減少。体⼒不⾜が著しく⾒受けられる。

家でのスクリーンタイムを運動時間へ変えるきっかけつくり。R6年度同様、園への⾝体体操CD配布を実施する
事により、園での運動習慣の形成にもつながると考える。

厚⽣労働省ホームページ参照
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貴団体の特性、協働

で実施するメリット 

① 当団体では、「子どもの幸せな自立」をテーマに、親の家庭教育力の向上を図

るため 2006 年の NPO 設立当初より、教育委員会、地方自治体などからの

依頼を受けて講座を実施。実績が豊富である。

② 「コーチング」を取り入れたプログラムはわかりやすく、日常生活ですぐに試せるもの

が多く、学びの効果を実感しやすい。

③ 当プログラムでは、参加者同士が生産的に関わり、成果を作り上げる場面で使

われるコミュニケーションスキルである「ファシリテーション」を用いるため、交流会や

情報交換会とは違い、参加者が安心して自己開示ができる場づくりをすること

で、深い気づきや発見を促すことができる。

④ 乳幼児期から思春期まで、子どもの発達段階に合わせたコンテンツも豊富なた

め、担当課が対象とする子どもの年齢（0 歳～18 歳）と合致し、子育て中の

親の切れ目のない支援が実現できる。

⑤ ニーズに合わせて、オンライン・対面両方での実施が可能。

講師として、当法人代表理事である菅原裕子をはじめ、訓練を積んだ経験豊

富なコーチが多数在籍している。

継続実施により 

得られる効果 

（自由提案型は今後の

展望も記入） 

【効果】 

① 「体罰によらない」子育てを学ぶ場があることで、親の育児不安の解消ができ、子育

への自信を得られる。虐待の発生予防につながる。

② 連続講座参加により、親同士のつながりが期待でき、孤立化を防げる。

③ 行政との協働事業による持続・継続性のある講座展開を図ることで、今後、乳幼

児から思春期までの切れ目のない支援の実現が期待できる。

【今後の展望】 

継続した講座展開ができれば、親の自主性・課題解決力が向上することにより、子育て

世代の地域活動への積極的参加が期待できる。なぜならば、当法人のプログラムは「教

え込む」のではなく、寄り添い、問いかけていくコーチングの手法を取り入れているので、参

加者に「深い気づき」を与え、親の「考える力」を引き出すことが出来るからである。 

また、親がこのプログラムの恩恵を受けて、成長し、一人の大人として自立することができ

れば、自身が体験したプロセスを後進に伝えていこうという意欲につながり、継続して学

び合う循環を生み出すことが出来る。 

さらに、その学びを生かせる場を行政と共に作り出すことで、子育て・親育てを健全に進

める環境づくり、地域づくりにつなげていくことが可能であると考える。そのために、初年度

は乳幼児期の親の学びの場を作ることから始め、5 年後、10 年後の未来を創る人材を

育てていくことを視野に入れた多角的で、継続的な事業を今後も提案していきたい。 
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提案書 様式② 最終審査） 

協働事業計画書 

事  業  名 虐待予防事業『子育てを学ぼう！乳幼児期から始める子どもの心のコーチング』 

事 業 の目 的 
育児不安を解消し、虐待を予防する。「体罰によらない子育て」の方法として、子

育てにコーチングを取り入れた講座を実施する。 

市の施策上の位置

付け及び協働部署 

（施策名）子育て支援の充実、虐待の予防 

（部署名）子ども家庭課 児童相談係 

事 業 期 間 令和 7 年 4 月 1 日  ～  令和 8 年 3 月 31 日 

事 業 の内 容 

詳細に役割分担別に記入 

（役割分担を、できれば事

前に市の担当に相談して

記すか、希望を記す） 

提 案 者 市 

〇講座プログラムの作成 

〇講座の告知チラシ作成 

〇参加者の募集協力 

〇講座・アンケートの実施 

〇市公共施設での講座の主催 

〇講座の告知 

〇参加者の募集・管理 

〇関係機関との調整・仲介 

事業に要する 

経    費 
※詳細については、様式③による

0 円 408,880 円 

事業の運営体制 

（事業関係者、協力者、有

資格者など）

経験豊富な内部講師により、地域に合ったプログラムを作成・実施する 

協働のメリット 

（各立場にとっての効果を

簡潔に） 

提案者 市 民 市 

・行政との協働を通して、

乳幼児期～思春期まで

の継続的な学びの場を提

供できる。 

・団体の持っている講座

開催のノウハウの活用 

・体罰に寄らない子育て

の方法を獲得する 

・参加者同士および地域

との繋がりを作れる。 

・不安で孤独な子育てか

ら、笑顔で仲間と楽しく取

り組む安心の子育てへ。 

・虐待の予防・啓発活動

の拡充 

・顕在化しない家庭内で

の問題の掘り起こし。 

・講座運営の負担軽減

対話方法 

市との協議や打ち合わせ方法

年間計画、プログラム内容は令和６年度の結果を踏まえ対面・メール・電話にて協

議。随時情報交換を行う。必要に応じて対面で協議。 

事業の周知方法 
市広報・HP 等で募集記事を掲載。子育て支援拠点・幼稚園・保育園向けチラシ

配布。ネットによる小中学校の保護者向けお知らせ通知。 

評価の方法 

（具体的な目標値）

参加人数および、アンケートの記述による満足度 

目標値参加人数の目標値は、募集人数の 6割とする。 

備    考 
関係団体等・なし 

その他（添付書類等） 
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（提案書 様式③ 最終審査） 

企画提案型協働事業経費内訳書 

総事業費（無償分を含む） 金 562,480 円 

市から団体への委託費   （金 408,880円） 

【歳入】 

項 目 積算根拠（内容・数量・単価など） 見積り金額(円) 

市に負担を求める額 人件費・旅費交通費・チラシ作成印刷費・ 

報告書作成印刷費等・アンケート作成集計費 

408,880 

その他収入 0 

提案者負担分 0 

無償労働力等換算金額 労働力 （ 153,600） 

合 計（無償分を含めない） 408,880 

無償分を含めた合計額 （562,480） 

【歳出】 

項 目 積算根拠（内容・数量・単価など） 見積り金額(円) 

人件費 

プログラム作成・実施 

① 学童期の親向け連続講座

プログラム作成および実施 4回×33,000=132,000 

   アシスタント        4回×5,500=22,000 

② 乳幼児期の親向け連続講座

プログラム作成および実施 6回×11,000=66,000

アシスタント 6回×5,500=33,000 

154,000 

99,000 

会場設営・撤収 1,200円/ｈ×2時間×2人×10回＝48,000 48,000 

旅費 ① 交通費 4回×2,200/回×2人=17,600 

② 交通費 6回×2,200/回×2人=26,400 44,000 

チラシ作成費 チラシデザイン作成費１講座 5,500円×2件=11,000 11,000 

チラシ印刷費 1,300部×2 件  4,960円×2=9,920 9,920 

報告書等印刷費 用紙及びインク代  2,160 2,160 

アンケート作成・集計 1,200円/h×34時間＝40,800 40,800 

提案者が負担する 

無償労働力 

1,200円×128時間＝153,600 

※千葉県最低賃金をもとに算出(準備・打合せ・広報協力報告 )

（ 153,600） 

提案者が負担する無償機材等 なし （    0  ） 

合 計（無償分を含めない）  408,880 

無償分を含めた合計額   562,480 

提案５－
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年間事業スケジュール 

実施予定日 活 動 内 容 参加人数 

4月中旬 

4月下旬 

市との打合せ、契約 

年間計画、全体講座プログラム内容、告知方法時期の検討 

2名 

2名 

4月～5月初旬 

5月中旬 

講座詳細打ち合

わせ 1～2回 

広報関係打ち合

わせ 

① 学童期講座

日程調整

会場の検討

② 乳幼児期講座

日程調整

会場の検討

2名 

2名 

2名 

6月 
広報掲載事項 

確定 

チラシ案決定 2名 

7月 
チラシ印刷

配布 

集客協力 集客協力 10名 

8月 

参加者募集 

受付スタート 

アンケート検討

8月広報掲載 

受付スタート 

アンケート作成

集客協力 10名 

1名 

9月 

① 講座実施

1回目

2回目

2名 

2名 

10月 

3回目 

4回目 

アンケート集計

10月広報掲載 

受付スタート 

アンケート作成

2名 

2名 

2名 

11月 

② 講座実施

１回目

２回目

2名 

2名 

12月 
３回目 

４回目 

2名 

2名 

1月 

アンケート実施

アンケート集計

５回目 

６回目 

2名 

2名 

1名 

2月 
結果まとめ 

2名 

3月 
報告書作成 2名 

細字：無償労働人数 

太字：事業実施人数 

提案５－
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提案８－2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 従来の谷津の環境復活のための手入れが必要である。 

③ 従来の谷津の姿も参考に、景観などを復活させるとともに、市民が安

全・安心に保全活動に参加できる環境整備を図るために以下の事業を

実施する。 

〇市民が安全に保全参加するために木道を設置するにあたっての設置場

所等の検討と整備。 

〇緑地内の草刈りと田んぼ型湿地の回復。 

貴団体の特性、協働

で実施するメリット 

当会では、2015 年以来、当該緑地において、トンボやホタルなどの谷津の

生きものを増やそうと試行錯誤をしているが、必ずしも成果が出ているとは言

えない。 

しかしながら当団体は、当該緑地の実態を熟知しているだけでなく、先進地

の試みや専門家の助言を謙虚に受け入れて、谷津の豊かな生態系を取り戻

し復活させる意欲に満ちている。 

また、日本トンボ学会会長などトンボの専門家やNPO富里のホタルなど、ホ

タルに詳しい団体などとのよい協力関係がある。 

劣化しつつある印西市の谷津の生態系を市民の手で守り、維持管理してい

く契機となる。 

継続実施により 

得られる効果 

（自由提案型は今後の

展望も記入） 

市民の手で谷津の生態系を復活できることを市民に周知することにより、印

西市の貴重な里山の自然を市民で自らが守る機運となる。 

印西市には、まだまだホタルの生息する谷津が存在するが、その谷津は耕

作放棄により、手入れがなされないまま、存亡の危機にある。それらの谷津

は、私有地であるため、ここと同じようにはいかないが、それでも美しい谷津の

景観を取り戻すことにより、市民の手で谷津を守るモデルとなる。 



 

提案８－3 

（提案書 様式② 最終審査） 

協働事業計画書  

事  業  名 市民参加で守る別所谷津公園の谷津の生態系 

事 業 の目 的 

別所谷津公園の谷津（別所緑地）において、まだわずかに残っている、ゲ

ンジボタルとヘイケボタル及びトンボなどそのほかの水辺の生きものの

生息環境を整備し、復活させることによって、印西市で劣化が進んでい

る谷津の生態系を市民で守る活動の契機とする。特にデッキからの風景

を美しい谷津に整えることによって、市民の関心を得るとともに、観察

路や木道などの整備によって、市民が安全、安心に活動しやすい環境作

りを実施する。 

 

市の施策上の位置

付け及び協働部署 

（施策名）別所緑地（印西市都市緑地） 

（部署名）都市整備課、環境保全課、市民活動推進課 

事 業 期 間 令和７年４月１日  ～  令和８年３月 31日 

事 業 の内 容 

詳細に役割分担別に 

記入 

（役割分担を、できれば

事前に市の担当に相談

して記すか、希望を記

す） 

提 案 者 市 

〇前年度に策定した緑地整備計画

に基づき、草刈り、手作業による田

んぼ型湿地回復のための池掘りと

あぜ道作りなどの保全作業の実施 

〇市民も参加できる保全イベント

の企画と実施。 

〇まちづくりファンドによる木道、

観察道の設置、水路及び入口フェン

ス整備のための準備。 

 

 

〇まちづくりファンド申請のため

の助言。 

〇湿地回復についての助言。 

〇関係機関との調整・仲介 

〇市民への周知と参加者の募集協

力。 

事業に要する 

経    費 
※詳細については、様式③による 

285,960円 1,001,574円 

事業の運営体制 

（事業関係者、協力者、有

資格者など） 

谷津のホタル復活に有効な実践経験のある NPO 富里ホタルの会や、日本

トンボ学会会長の率いる神奈川トンボ調査・保全ネットワークの協力に

より、水辺の生きものの生息環境を復活、整備することができる。 



 

提案８－4 

協働のメリット 

（各立場にとっての効果を

簡潔に） 

提案者 市 民 市 

・都市地域から里山地

域へのアプローチとな

るよう勧めてきた別所

谷津公園の水辺の取り

組み（谷津に親しむ公

園作り）が、大きく前進

し、市民を取り込んだ

活動を推進できる。 

・別所緑地に設置され

ているデッキから、美

しい谷津の風景が望め

るように整備すること

によって、印西の自然

と保全の必要性をアピ

ールできる。 

・自然と都市機能が共

生するまちづくりの実

践を経験でき、将来に

ホタル飛ぶ里山の原風

景を残す契機となる。 

・印西市環境基本計画

及び印西市緑の基本計

画の実装実験となり、

自然と共生するまちづ

くりへ市民と協力して

実施する契機となる。 

・別所緑地に設置され

ているデッキを有効活

用できる。 

対話方法 

市との協議や打ち合わせ方法 

作業計画、イベントについては、随時打ち合わせ会を実施し、相談する。 

 

事業の周知方法 
周知方法 いんざい広報、ちらし、スクリレ配信、地域新聞、会のネット

広報など。 

評価の方法 

（具体的な目標値） 

目標値 

・ホタルやトンボの飛翔空間確保など、緑地整備のため述べ 140 名が参

加して草刈り及び田んぼ型湿地回復（浅い池掘り）を実施する。 

・市民参加による保全の土台作りのために、20名以上の一般市民が参加

して保全体験に参加する。 

・ホタルやトンボの産卵場所確保のための田んぼ型湿地回復について、

田んぼ型湿地面積を現状の 2倍以上に増やす。 

備    考 

谷津のホタル復活に有効な実践経験のある NPO 富里のホタルや、日本ト

ンボ学会会長の率いる神奈川トンボ調査・保全ネットワークの協力によ

り、水辺の生きものの生息環境を復活、整備することができる。 

その他（添付書類等） 



 

提案８－5 

（提案書 様式③ 最終審査） 

企画提案型協働事業経費内訳書 

 

無償分を含む総事業費 （金 1,287,534円） 

うち市に負担を求める額（委託費） 金 1,001,574 円 

 

【歳入】 

項   目 積算根拠（内容・数量・単価など） 見積り金額(円) 

市に負担を求める額  1,001,574 

提案者が負担する額  285,960 

その他収入   

無償分を含めない合計額   

無償労働力等換算金額 企画・事務・イベント実施人件費相当 (285,960) 

無償分を含む総事業費 
  (1,287,534) 

 

 

【歳出】 

項   目 積算根拠（内容・数量・単価など） 見積り金額(円) 

人件費 ホタル調査（夜間） 2000 円×4 人/回×4 回＝

32,000 円 

草刈り・田んぼ掘り 1,076円×３時間×140人 ＝ 

451,920 円 

ちらし作成費 20,000 円×２回 

523,920 

報償費 木道・田んぼ型湿地回復検討助言者謝礼  

（トンボ）３0,000円 

（ホタル）10,000×2 人×２回＝４0,000 円 

トンボ等昆虫調査 30,000円×２回 

植物調査 20,000円×3回 

190,000 

旅費 木道検討助言者 

（トンボ） 片道 5,632円×往復＝11,264 円 

（ホタル） ガソリン  30円×片道 30ｋm×往復×2

人×2 回＝7200円 

昆虫・植物調査 2,000 円×５回 

28,464 

印刷製本費 ちらし各戸配布用印刷 20,000 



 

提案８－6 

保険料 195,190円 195,190円 

使用料 軽トラック 500 円×15 回＝7,500 7,500 

消耗品費 ガソリン代 混合ガソリン 4ℓ缶 2,000 円×10 缶 

刈払い機の替え刃 2,500円×５枚 

ノコギリ替え刃 800 円×5枚 

36,500 

提案者が負担する 

無償労働力（Ａ） 

1,076 円 × ３ 時 間 × 延 べ 70 人 ＝                   

225,960 円 

（225,960） 

提案者が負担する 

無償機材等（Ｂ） 

刈払い機 1,000 円×５台×10 日＝５0,000円 

トリマー 1,000 円×10 日＝10,000円 

（60,000） 

無償労働力等換算金額 （Ａ）+（Ｂ） (285,960) 

無償分を含む総事業費  (1,287,534) 

 

 

（提案書 様式④ 最終審査） 

年間事業スケジュール 

実施予定日 活 動 内 容 参加人数 

4月～3月 

4月 

4月 

4月～12月 

5月～10月 

 

 

９月～10月 

10月 

11月～１月 

2月～3月 

 

市との打ち合わせ 

協定・契約締結 

別所緑地の草刈り 

市民参加によるセイタカアワダチソウ引っこ抜き 

別所緑地の草刈り（月 1回～2回） 

昆虫及び植物調査 

ホタル調査 

市民参加によるセイタカアワダチソウ花穂刈り 

市への中間報告 

別所緑地の草刈り（月 1回～2回） 

田んぼ型湿地作り、（作業道作り・ファンド） 

３ 

３ 

20  

20 

60 

10 

16 

20 

３ 

50 

10 

 

 


